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飼料対策について 
惣 津 律 士 

 

 購入飼料の価格が年々上っているのに、畜産物の

生産者価格は、牛乳を除いてはその変動が甚だしい。

畜産物の価格については国の保証がないので、需給

の状況によって変動するのは当然であろうが、生産

費を割る価格が出現すると、畜産農家は全く泣くに

泣けず、意慾の減退はもとより、畜産放棄まで見ら

れる始末で、まことになさけない現状である。こう

なると農業構造改善事業なんか糞くらえといいたく

なるのが人情である。 

 家畜家禽の頭羽数が年々増加しているが、これに

伴って輸入飼料が増加し、39 年度の濃厚飼料需給計

画によると、その数量は原料形態で 580 万トンで、

総需要量 1,200 万トンの半数に達している。米国の

養鶏家は日本より３割安の資料で、日本と略々同じ

鶏卵価格でやっている由だが、米国依存の飼料政策

は先方の飼料輸出事情にふり廻されて、常におっ取

り刀で走り廻っている現状を私達は黙視出来ない。 

 私達は、現在まであらゆる機会に流通飼料につい

ての明確なる政策の確立を政府当局に要望してきて

いるが、今だに改善されず、毎年飼料価格は上昇を

つづけておる。併るに農家は多頭化に向うと、安易

に購入飼料に依存し勝ちである。そうして生産過剰

でたたかれ、金融機関からはせめられ実情はまこと

に遺憾である。 

 我々はどうしても飼料の国内自給度を高めなけれ

ばならない。特に濃厚飼料においては、穀類の生産

について政府はもっと本腰を入れるべきであろう。 

 飼料作物の栽培については漸次面積が増加し、本

県においては２万 ha に達し、更に草地の改良面積は

国及び県の強力な援助によって４千haに及んでいる

ことは喜ばしい事であるが、地域によってはあまり

家畜に利用せられず、又荒廃している向きがないと

はいえない。山を裸にするだけで畜産が振興するも

のではなく、草地の改造と管理、そして計画的利用

についてきめの細かい手当てが大切である。資料対

策は家畜振興上の基本問題として取り上げられねば

ならないのに、とかく裏街道を歩んでいるような感

がないでもない。面も施策の中で牧野面のみがクロ

ーズアップされているように見受けられる。 

 併し何はともあれ、家畜農家も飼料対策について

もっと己の姿勢を正す必要がある。土を知り、土を

愛し、植生を研究し、飼料給与の改善工夫を再考慮

する必要があろう。春近し、飼料を増産しましょう。 

 


